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[Goal] EMPなstreamの性質と歴史を理解する

[Originality] 異なる探索アルゴリズムの同時利用、Gaia XPの利用による候補星の探索

[Logic]
[Sample selection]
1. STREAMFINDERカタログ(軌道計算) + StarGO (SOM; ∆𝐶19 1%) ,  G<17.5 , [Fe/H]<-2.0  

+ Magellan/MIKE (4天体)   ,[Fe/H] ~-3.2

2. Gaia DR3のRV ,XP spectrum([Fe/H])から直接 , Δ𝑣 < 30 km/s

+ Magellan/MIKE ,Subaru/HDS, SEGUE (2,1,1天体 ), G<14.5 or
 Pristine-Gaia合成[Fe/H]<-2.8 , VLT/UVESの7候補天体 (14.8 < G < 17.4)

 [metallicity]
BASTI-IAC isochrone 
([Fe/H]=-3.2 ), τ=10-14Gyr flat prior, Chabrier IMFとして恒星パラメタ決定

Fe吸収線(MOOG) or Ca T使用

[Abstract]
補完的な2つのstream探索アルゴリズムを用いる方法、Gaia XPデータを用いる方法に金属欠乏星のPristine surveyを利用し、最もmetal-poorなstreamであるC-19を全天で新たなメン
バーを探索した。結果、明るい候補星の分光follow-upによる速度とmetallicityの情報を用い、100°以上に広がる12の新たなメンバーを確認した。
更新されたstreamの天体から、このstreamが幅約200 pcであり、また動的に高温、速度分散11.1km/sと確認された。この結果は、化学組成が示唆するようGC由来の比較的低質量(few 
10^4M_sun)のstreamという純粋なbaryonicシナリオとの間に、依然として緊張関係が存在し、その説明には何らかの加熱メカニズムが必要である。
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[Result & Discussion]
Fig.1a  : STREAMFINDERカタログによってトレーニングされた

（E, Lz, θ,ϕ）空間を用いた自己組織化マップ（SOM）

Fig.5  : 
C-19 stream(候補)星の動力学分布, 固有運動

∆𝐶19=

典型的なGC stream速度分散)  σv<5 km/s
分光データが増えるにつれ、動的に高温なストリームが増えている (例: GD-1(∼10⁵ M⊙)  σv ∼7–29 km/s)
その説明として以下があげられる
•巨大分子雲による加熱
•ブラックホールの影響による緩和・崩壊の加速
•top-heavy IMF" (大質量星が多いIMF) が適用される可能性
•連星系 の影響による、見かけ上の速度分散の増大

C-19星の22天体の星の軌道からの分布関数
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STREAMFINDERカタログにSOMを行った際のヒストグラム

Fig. 2 C19(候補)星の動力学分布, CMD

C-19 星のFe吸収線とCaTを利用した金属量の値の違い

Table1&2
新しいC-19メンバー(候補)星
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C-19 stream星の空間分布および 軌道/シミュレーション
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